
『
後
出
阿
弥
陀
仏
倍
』

と
そ
の
用
途

は
じ
め
に

一
巻
に
つ
い

後
漢
の
失
訳
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』

て
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
し
近
世
の
真
宗
に
お
い
て
は
安
居
な
ど
で
講
説
さ
れ
て
お
り

末
書
の
数
も
少
な
く
は
な
く
、
写
本
・
版
本
を
含
め
て
お
よ
そ
十
六
種
は

現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
末
書
は
そ
の
成
立
時
代
も
あ
っ
て
概
ね
内
容
の

解
説
に
終
始
し
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
批
判
や
成
立
と
漢
訳
の
問
題
、
そ
し

て
実
際
の
用
途
な
ど
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
本
書
の
テ
キ
ス
ト
を
収
集
し
て
本
文
を
校
訂

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
初
形
態
を
推
定
復
元
す
る
と
と
も
に
本
書
の
成
立

時
期
・
偶
の
韻
律
配
慮
・
漢
訳
者
ま
た
は
撰
述
者
の
想
定
・
実
際
の
用
途

や
後
世
へ
の
影
響
な
ど
、
関
連
す
る
諸
問
題
を
考
察
す
る
。
ま
た
稿
末
に

簡
単
な
語
釈
を
付
し
た
。

斉

藤

隆

信

写
本
・
版
本
の
確
認

典
籍
名
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
(
高
麗
版
・
敦
煙
本
ス
タ
イ
ン
二
一
一
六
号
の
内

題
尾
題
)

後
出
阿
弥
陀
仏
偶
経
(
石
山
寺
本
・
宋
版
・
元
版
・
明
版
・
『
楽
邦

文
類
』
・
明
和
六
年
本
)

仏
説
後
出
阿
弥
仏
偏
(
敦
煙
本
ス
タ
イ
ン
一
一
一
一
六
号
の
外
題
)

一
切
経
中
弥
陀
仏
偶
(
迦
才
の
『
浄
土
論
』
巻
中
)

*
諸
経
録
で
は
他
に
「
後
出
阿
弥
陀
侮
」
・
「
後
出
阿
弥
陀
仏
経
」

と
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。

写
本。
敦
煙
本
ス
タ
イ
ン
一
一
一
一
六
号
(
『
敦
燈
宝
蔵
』
十
六
巻
二
五

O

頁
)
、
書
写
年
代
不
明
、
構
書
、
則
天
文
字
(
人
、
天
人
、
年
)
あ



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

り
。
内
題
尾
題
に
は
「
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
」
と
あ
る
が
、
外
題
で
は

以
字
点
を
冠
し
て
「
仏
説
後
出
阿
弥
仏
偏
」
と
す
る
。

。
七
寺
本
(
『
尾
張
史
料
七
寺
一
切
経
目
録
』
四

O
頁、

七
寺
一
切

経
保
存
会
、

一
九
六
八
年
)
、

石
山
寺
本
(
『
石
山
寺
の
研
究

切

経
篇
』
二
二
一
頁
、
法
蔵
館
、

に
入
蔵
本
と
し
て
写

一
九
七
八
年
)

本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
天
平
十
四

年
(
七
四
二
)

(
『
大
日
本
古
文
書
』

に
本
書
の
書
写
記
録
が
あ
る

八
巻
六
頁
)
。

一
切
経
の
中
の
一
典
籍
と
し
て
賓
さ
れ
、
書
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

版
本。
各
印
刷
大
蔵
経
の
入
蔵
本
(
越
城
金
蔵
に
該
書
は
現
存
せ
ず
)
。

。
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
本
。
龍
樹
の
『
十
二
礼
』
、
曇
驚
の

『
讃
阿
弥
陀
仏
偏
』
と
と
も
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
真
宗
系
の
テ
キ

ス
ト
を
底
本
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
か
、

そ
の
由
来
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
な
お
現
在
で
も
仏
教
書
関
係
の
書

瞳
で
入
手
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

。
真
宗
校
本
『
七
祖
聖
教
』
(
明
治
十
年
)
所
収
本
。
先
の
明
和
六

年
本
を
底
本
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
写
本
や
大
蔵
経
の
テ
キ
ス

ト
で
通
じ
難
い
部
分
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
た
だ
し
そ
の
校
訂
が
何
に
基
づ
く
の
か
は
不
明
で
あ
る

(
怒
意

的
な
校
訂
と
も
考
え
ら
れ
る
)
。

。
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
そ
の
も
の
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
が
、
迦

才
の
『
浄
土
論
』
巻
中
に
は
ご
切
経
中
弥
陀
仏
侮
」
と
し
て
全
文

が
引
か
れ
て
い
る
。
比
較
的
に
古
体
を
と
ど
め
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
『
大
正
蔵
』

と
『
浄
土
宗
全
書
』
所
収
本
は
慶
安
四
年

(
一
六
五
一
)
版
で
あ
る
が
、
誤
植
が
少
な
く
な
い
。
な
お
『
浄
土

論
』
そ
の
も
の
に
は
古
写
本
も
現
存
し
て
い
る
。

2 

及
び
内
容
に
つ
い
て

本
文
の
校
異
、

こ
こ
に
諸
本
の
校
異
を
示
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
く
。
底
本
に
は
高
麗
版
(
『
高
麗
版
大
蔵
経
』
十
一
巻
一
七
五
頁
、

『
大
正
蔵
』
十
二
・
三
六
四
中
下
)
を
用
い
、
校
本
に
は
迦
才
『
浄
土
論
』

所
収
の
「
一
切
経
中
弥
陀
仏
侮
」
(
常
楽
寺
本
①
・
慶
安
四
年
版
②
)
、
敦

健
本
ス
タ
イ
ン
一
一
一
一
六
号
(
③
)
、
宋
元
明
の
三
本
(
④
)
、
明
和
六
年

本
(
⑤
)
、
『
一
切
経
音
義
』
(
⑥
)
を
用
い
た
。
ま
た
偶
数
句
末
に
は
『
広

韻
』
の
韻
目
と
三
国
両
晋
の
韻
部
を
括
弧
に
い
れ
て
示
し
て
お
い
た
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
こ
の
た
び
の
校
異
の
結
果
と
し
て
、
本
書
が
三
つ

の
系
統
(
大
蔵
経
所
収
本
、
『
浄
土
論
』
所
収
本
、
明
和
六
年
本
)
こ
み
J

札

uv
，ム
d
ノ

類
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

*
 

*
 

*
 



後
出
阿
弥
陀
仏
偶

1
.
惟
念
法
比
丘
古
旧
録
云
闘
訳
人
名
、
今
紀
後
漢
録
。

乃
従
世
鏡
王
(
平
陽
・
陽
)

・
「
惟
」
一
①
②
「
唯
」
、
「
法
」
.
②
「
法
蔵
」

2
.

発
願
喰
諸
仏

誓
二
十
四
章
(
平
陽
・
陽
)

・
「
喰
」
・
⑤
「
験
」
、
「
誓
二
十
」
一
③
「
誓
意
升
」

3
.
世
世
見
諸
仏

4
.

不
廃
宿
命
行

5
.

世
界
名
清
浄

6
.

国
界
平
夷
易

妓
数
無
有
量
(
平
陽
・
陽
)

功
徳
遂
具
成
(
平
清
・
庚
)

得
仏
号
無
量
(
平
陽
・
陽
)

豊
楽
多
上
人
(
平
真
・
真
)

-
「
易
」
①
②
「
然
」

7
.
宝
樹
若
干
種
羅
列
叢
相
生
(
平
庚
・
庚
)

・
「
叢
」
.
②
「
散
」
、
「
生
」
一
①
③
「
坐
(
上
果
)
」

8
.
本
茎
枝
葉
花

種
種
各
異
香
(
平
陽
・
陽
)

-
「
花
」
一
①
②
③
⑤
「
華
」

9
.
順
風
日
三
動
翁
習
如
花
生
(
平
庚
・
庚
)

・
「
翁
」
一
①
「
合
」
、
「
習
」
一
②
「
翠
」
、
「
花
」
一
①
②
③
⑤
「
華
」

m.
堕
地
如
手
布

雑
廊
上
普
平
(
平
庚
・
庚
)

11 

一
切
無
諸
山

-
「
手
」
.
②
⑤
「
毛
」

海
水
及
諸
源
(
平
元
・
先
)

-
「
源
」
・
①
②
⑤
「
原
(
平
元
)
」
・
③
「
涼
(
平
陽
)
」

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
と
そ
の
用
途

14 13 12 

メ入
TJ 

水
斉
路
肩

但
有
河
水
流

天
人
入
水
戯

音
響
如
説
経
(
平
青
・
庚
)

在
意
所
欲
望
(
平
陽
・
陽
)

意
願
随
念
得
(
入
徳
・
徳
)

・
「
水
斉
」
一
②
「
斉
水
」
、
「
路
」
一
①
「
略
」
・
②
「
額
」
、

「
肩
」
一
②
「
眉
」
・
⑥
「
厨
」

日
.
仏
寿
十
方
沙

問
菩
薩
及
弟
子

η
若
欲
見
彼
仏

光
明
普
無
辺
(
平
先
・
先
)

不
可
算
称
量
(
平
陽
・
陽
)

莫
疑
亦
莫
忘
(
平
陽
・
陽
)

・
「
忘
」
一
①
②
③
④
「
望
片
平
陽
)
」
・
⑤
「
慮
(
去
御
)
」

同
有
疑
在
胎
中

不
合
五
百
年
(
平
先
・
先
)

・
「
中
」
一
①
②
③
「
上
」
、
「
不
合
」
一
②
⑤
「
可
令
」

mw.

不
疑
生
基
坐

叉
手
無
量
前
(
平
先
・
先
)

・
「
基
」
一
①
「
其
」
、
③
④
(
元
明
)
⑤
「
憂
」
、
「
坐
」
・
⑤

m.
願
欲
遍
十
方

「座」

須
奥
則
旋
還
(
平
仙
・
先
)

・
「
遍
」
・
⑤
「
循
」
、
「
須
奥
」
一
①
「
須
頂
」
・
③
「
項
項
」
、

「
旋
」
.
①
「
提
」

引
.
惟
念
彼
菩
薩

妓
劫
作
功
勤
(
平
欣
・
真
)

.
「
妓
」
一
②
「
挑
」
、
「
勤
」

② 
徳

2
.
本
行
如
此
致

得
号
惜
世
尊
(
平
魂
・
魂
)

「
惜
」
.
大
正
蔵
誤
作
「
憎
」
、
①
②
「
増
」
・
⑥
「
曾
」



僻
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

お
.
仏
興
難
得
値

M
.

講
説
士
難
遇

須
央
会
難
問
(
平
文
・
真
)

受
学
人
難
得
(
入
徳
・
徳
)

「
土
」
一
④
(
宋
元
)
「
大
」
・
②
「
土
」
、
「
学
」
一
②
「
覚
」

お
.
若
後
遭
末
世

m.
当
共
建
擁
護

U
.

仏
能
説
此
要

法
欲
衰
微
時
(
平
之
・
之
)

行
仏
無
欲
法
(
入
乏
・
葉
)

各
各
勤
思
行
(
平
庚
・
庚
)

「
仏
能
」
一
③
「
能
仏
」
、
「
各
各
」
一
①
②
③
④
⑤
「
各
当
」
、

「
勤
」
一
①
「
勤
山
」

お
.
受
此
無
量
福

世
世
稽
首
行
(
平
庚
・
庚
)

-
「
受
此
無
量
福
」
一
③
「
無
此
無
量
誓
」
・
④
⑤
「
弘
此
無
量

誓
」
、
「
福
」
一
①
②
「
制
」

後
出
阿
弥
陀
仏
偶

内
容
・
構
成

*
 

*
 

* 

全
編
五
言
五
十
六
句
か
ら
な
る
備
で
構
成
さ
れ
る
本
書
は
、

五
つ
の
訳

に
「
誓
二
十
四
章
」

本
が
現
存
す
る
〈
無
量
寿
経
〉
類
の
内
容
に
そ
っ
て
い
る
。
中
で
も
文
中

と
あ
る
こ
と
か

や
「
乃
従
世
鏡
王
」
、
「
法
比
丘
」

ら
、
後
漢
支
婁
迦
識
に
よ
る
訳
出
(
た
だ
し
近
年
で
は
疑
義
が
も
た
れ
、

む
し
ろ
呉
の
支
謙
訳
と
想
定
さ
れ
て
い
(
か
)
)
と
伝
え
ら
れ
る
『
無
量
清
浄

平
等
覚
経
』
に
も
と
守
つ
い
て
漢
訳
(
ま
た
は
撰
述
)

さ
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
句
の
「
法
比
丘
」
も
『
平
等
覚
経
』
の
「
法
宝

四

蔵
」
の
略
で
あ
っ
て
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
「
曇
摩
迦
」
や
『
無
量
寿

経
』
の
「
法
蔵
」
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
を

「
無
量
」
と
し
、
そ
の
浄
土
を
「
清
浄
」
と
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
そ
れ

ぞ
れ
『
平
等
覚
経
』
の
「
無
量
清
浄
仏
」
と
「
無
量
清
浄
仏
国
」

に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
『
平
等
覚
経
』
と
対
応
し
な
い
文

言
も
あ
る
。
そ
れ
は
第
三
五
句
の
「
有
疑
在
胎
中
」
で
あ
る
。
浄
土
へ
の

疑
惑
往
生
に
あ
っ
て
胎
生
を
示
唆
す
る
の
は
、
貌
訳
『
無
量
寿
経
』
以
降

の
三
訳
本
に
お
い
て
で
あ
り
、
初
期
漢
訳
の
『
平
等
覚
経
』
及
び
『
大
阿

弥
陀
経
』
に
は
「
化
生
」
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
本
書
は
漢
訳
か
撰
述
か
に
関
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
に
し
て
も
貌
訳
と
さ
れ

る
『
無
量
寿
経
』
の
漢
訳
以
後
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
い
う

」
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
(
後
述
す
る
)
。

さ
て

そ
の
内
容
は
仏
や
浄
土
の
荘
厳
が
簡
潔
に
説
か
れ
て
お
り
、
全

五
十
六
句
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
一
句

1
第
八
句
一
法
比
丘

(
法
宝
蔵
菩
薩
)

の
宿
世
に
お
け
る
誓

願
と
修
行
を
説
く
。

第
九
句

i
第
二
八
句
一
法
比
丘
の
覚
り
に
よ
り
完
成
さ
れ
た
清
浄
国

土
の
功
徳
荘
厳
を
説
く
。

第
二
九
句

1
第
三
二
句
一
無
量
(
阿
弥
陀
仏
)
と
そ
の
菩
薩
弟
子
の

功
徳
に
つ
い
て
説
く
。

第
三
三
句

i
第
四

O
句
一
往
生
と
往
生
後
に
つ
い
て
説
く
。



第
四
一
句

1
第
四
八
句
一
再
び
法
比
丘
の
偉
業
を
讃
え
、

に
値
い
難
い
こ
と
を
説
く
。

ま
た
仏
世

第
四
九
句
1
第
五
六
句
一
末
世
の
衆
生
へ
の
勧
告
で
し
め
く
く
る
。

語
素
だ
け
で
な
く
内
容
の
構
成
順
序
に
つ
い
て
も
概
ね
『
平
等
覚
経
』
の

次
第
に
沿
っ
て
い
る
。
ま
た
わ
ず
か
五
十
六
句
二
百
八
十
字
に
ま
と
め
ら

そ
し
て
一
句
の
字
数
制
限
も
あ
る
た
め
か
、
経
文
を
傍

れ
て
い
る
た
め
、

ら
に
置
き
併
読
し
な
い
と
文
意
が
通
じ
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

3 

末
注
と
先
行
研
究

(
1
)
末
書

本
書
の
末
書
に
つ
い
て
、
望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
や
『
仏
書
解
説

大
辞
典
』
に
は
写
本
・
版
本
を
含
め
、
総
計
十
四
種
を
あ
げ
て
い
る
。
ま

た
こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
っ
て
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
は
採
録
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
略
解
』
な
る
も
の
が
龍
谷
大
学
大
宮
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
書
で
散
逸
扱
い
に
さ
れ
て
い
る

れ
い
そ
く

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
経
輩
、
測
』
も
悌
教
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

」
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
末
書
を
成
立
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
(
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
お
け
る
誤
記
は
こ
れ
を
訂
正

し
た
。
ま
た
作
者
名
の
後
の
年
代
は
書
写
・
刊
行
年
で
あ
る
が
、

不
明
の

場
合
は
作
者
の
生
卒
年
を
示
し
た
)
。

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
と
そ
の
用
途

①
慧
琳
(
七
三
七

i
八
二

O
)
「
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
慧
琳
音
義
」
(
『
大

正
蔵
』
五
四
・
五
二
二
下
)

②
良
定
(
一
五
四
四

i
一
六
三
九
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
私
記
』

③
善
覚
(
一
六
五
三
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
経
議
測
』
一
巻

④
僧
銘
(
一
七
二
三

1
一
七
八
三
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
略
釈
』

一
巻巻

⑤
自
謙
(
一
七
五
一

1
一
八
四
六
)
『
後
出
弥
陀
偶
経
講
聴
記
』

⑥
自
謙
(
一
七
七

O
)
『
後
出
弥
陀
傷
経
糠
枇
録
』
二
巻
(
『
真
宗
全 巻

書
』
第
六
巻
)

⑦
澄
玄
(
一
七
八
七

1
一
八
五
二
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
講
義
』

⑧
道
宣
(
一
八
一
七
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
索
隠
』
一
巻

⑨
服
麿
(
一
八
五
六
)
『
後
出
弥
陀
偲
講
義
』
一
巻

⑩
服
膚
(
一
八

O
九
1
一
八
七
四
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
経
講
義
』

一
巻

巻
⑪
於
川
僧
映
(
一
八
七

O
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
註
聴
記
』

⑫
堀
江
慶
了
(
一
八
九
六
)
『
首
註
後
出
弥
陀
偏
経
』
一
巻

⑬
堀
江
慶
了
(
一
八
九
六
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
講
案
』
一
巻

⑭
慈
照

(
p・
1
?
)
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
妹
網
編
』
二
巻

一
巻

⑮
作
者
未
詳
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
玄
談
五
科
』

⑮
作
者
未
詳
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
略
解
』

一
巻

巻

以
上
の
末
書
の
多
く
が
真
宗
に
関
わ
る
人
物
に
よ
る
作
品
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
か
つ
て
本
書
が
七
祖
聖
教
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
や
、
安

一
五



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

居
の
講
義
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
な
お

上
記
の
う
ち
比
較
的
容
易
に
通
目
で
き
る
資
料
と
し
て
は
、

⑥
自
謙
『
後
出
弥
陀
偶
経
糠
枇
録
』
二
巻
(
『
真
宗
全
書
』
第
六
巻
に
収

録
)
が
あ
り
、
総
説
・
科
文
や
一
句
ご
と
の
逐
次
釈
と
な
っ
て
お
り
、

そ

の
解
説
も
他
に
比
べ
て
詳
細
丁
寧
で
あ
る
。

(
2
)
先
行
研
究

上
述
の
末
書
を
除
い
て
、
近
現
代
の
研
究
や
解
説
で
ま
と
ま
っ
た
も
の

は
な
く
、

わ
ず
か
に
以
下
の
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
簡
単
に
紹
介

し
て
お
く
。

①
蓮
沢
成
淳
「
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
解
題
」
(
『
国
訳
一
切
経
』
宝
積
部

七
、
一
九
三
二
年
)

が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
簡
易
な
解
説
文
で
あ
っ

て
、
研
究
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

②
望
月
信
亨
『
悌
教
大
辞
典
』
で
は
、
後
世
に
お
け
る
引
用
状
況
や
浄

土
宗
と
真
宗
に
お
け
る
解
説
書
を
あ
げ
(
一
二
二
三
頁
)
、

ま
た
『
浄
土

教
の
起
源
及
発
達
』
(
共
立
社
、

一
九
三

O
年
)

で
は
「
相
当
古
い
時
代

の
伝
訳
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
」
(
三
二

O
頁
)

に
『
支
那
浄
土
教
理
史
』
(
法
蔵
館
、

と
述
べ
る
。

さ
ら

で
は
「
党
本
の
翻

一
九
四
二
年
)

訳
で
あ
る
か
、
支
那
撰
述
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
劉
宋
己
前
の
書

で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
ぬ
」
(
十
五
頁
)

と
述
べ
る
。

な
お
、
『
併
教
大
辞
典
』
(
一
二
二
三
頁
上
)

に
お
い
て
、
大
乗
基

十

ノ¥

(六一一一一一

1
六
八
二
)

に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
の

序
文
(
『
大
正
蔵
』
三
七
・
三
コ
二
上
)

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

」
の
経
(
鳩
摩
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
)
前
後
に
そ
の
四
訳
あ
り
。

一
に
は
秦
の
弘
始
四
年
二
月
八
日
の
羅
什
訳
に
し
て
、
小
無
量
寿
経

と
名
づ
く
。
二
に
は
宋
の
元
嘉
年
中
の
求
那
践
陀
羅
訳
に
し
て
、
四

紙
あ
り
。
三
に
は
永
徽
六
年
の
大
唐
三
蔵
、
慈
恩
寺
に
於
け
る
訳
に

し
て
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
と
名
づ
く
。
十
紙
あ
り
。

四
に
は
後
秦
に

ま
た
阿
弥
陀
経
侮
煩
を
訳
出
す
。

一
紙
に
し
て
訳
主
を
失
う
。
今
こ

の
解
す
る
所
は
即
ち
こ
れ
秦
の
羅
什
法
師
の
訳
す
所
な
り
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
〈
阿
弥
陀
経
〉
類
の
四
訳
中
の

頒
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
は
所

「
阿
弥
陀
経
偏

謂
〈
阿
弥
陀
経
〉
類
で
は
な
く
、

む
し
ろ
〈
無
量
寿
経
〉
類
に
基
づ
い
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
『
通
賛
疏
』

に
あ
る
「
阿
弥
陀
経
偶
煩
」
な

る
も
の
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
』
と
同
一
で
あ

る
と
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
望
月
が
「
其
の
異
同
明
な
ら
ず
」

と
明
言
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
別
の
典
籍
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

③
椎
尾
弁
匡
『
仏
教
経
典
概
説
』
三
四
五
頁
(
三
康
文
化
研
究
所
、

一
九
七
一
年
)

で
は
、
訳
語
が
支
婁
迦
識
・
吊
延
の
『
平
等
覚
経
』
に
一

致
す
る
と
し
て
、



元
来
後
出
傷
は
本
経
(
平
等
覚
経
)

の
摂
煩
で
、
本
経
に
付
属
し
た

も
の
か
、
あ
る
い
は
訳
者
吊
延
等
が
こ
れ
を
作
為
し
た
も
の
か
、
断

じ
が
た
き
も
、
二
者
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
る
。

④
藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
二
九
七
頁
(
岩
波
書
店
、

一
九
七

O
年
)
は
椎
尾
説
を
う
け
た
上
で

後
漢
代
失
訳
は
疑
わ
し
い
と
し
て
も
、
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、

し
か
し
他
の
異
訳
本
も
な
く
、

ま
た
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
本
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
点
か
ら
見
る

と
、
果
た
し
て
訳
本
で
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。

と
簡
介
し
て
い
る
。

4 

漢
訳
か
撰
述
か

こ
こ
で
は
ま
ず
経
録
の
記
載
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
備
の
韻
律
や

「
胎
生
」
と
い
う
語
嚢
を
通
し
て
、
本
書
が
漢
訳
な
の
か
、
そ
れ
と
も
撰

述
な
の
か
を
検
証
す
る
。

(
1
)
経
録

本
書
は
そ
の
題
号
に
「
後
出
」
(
後
の
訳
出
)

と
冠
し
て
い
る
よ
う
に
、

第
二
の
訳
出
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
経
録
に
よ
る
と
初
出
(
第
一
訳
)

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
と
そ
の
用
途

に
『
阿
弥
陀
仏
偏
』
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
が
残
念
な
が
ら
現
存
し

な
い
。
第
二
訳
の
本
書
は
、
惰
の
費
長
一
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
四

(『大

正
蔵
』
四
九
・
五
五
中
)

に
お
い
て
後
漢
の
訳
経
に
編
入
さ
れ
て
以
後
、

『
開
元
釈
教
録
』
や
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
で
も
こ
れ
が
踏
襲
さ
れ
、

今
日
ま
で
後
漢
失
訳
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
本

書
が
後
漢
の
訳
出
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
初
出
(
第
一
訳
)

の
『
阿
弥
陀

仏
偽
』
も
当
然
、
後
漢
の
訳
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
経
録
に

著
録
さ
れ
る
本
書
を
な
ら
べ
る
が
、
各
自
録
に
お
け
る
取
り
扱
い
は
、
甚

だ
し
い
相
違
は
認
め
ら
れ
ず
、

み
な
漢
訳
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

*
 

* 

* 

『
出
三
蔵
記
集
』
三
(
『
大
正
蔵
』
五
五
・
三
一
上
)

新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録

『
衆
経
目
録
』

(
五
五
・
二
二
下
)

大
乗
修
多
羅
蔵
録

『
衆
経
目
録
』
五

(
五
五
・
一
七
六
下
)

欠
本

『
法
経
録
』

(
五
五
・
一
八
五
上
)

欠
本
訪
得

『
歴
代
三
宝
紀
』
四

(
四
九
・
五
五
中
)

訳
経
後
漢
の
項
に
収
め
ら
れ
る
。

『
歴
代
三
宝
紀
』
十
三
(
四
九
・
一
一
一
二
中
)

七



俳
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

阿
弥
陀
仏
偏
一
巻

後
出
阿
弥
陀
仏
偏
一
巻

『
静
泰
録
』
五

(
五
五
・
二
一
四
中
)

貞
観
九
年

入
正
目
詑

(
五
五
・
四
八
三
下
の
二
行
と
十
七
行
)

第
二
出

『
開
元
釈
教
録
』

後
出
阿
弥
陀
仏
侮
経
一
巻

己
上
存
、

巳
下
闘

阿
弥
陀
仏
億
一
巻

上
二
経
岡
本
別
訳
広
略
異

或
無
経
字

初
出

『
開
元
釈
教
録
』
十
二
(
五
五
・
五
九
五
中
)

与
後
経
異
本

後
出
阿
弥
陀
仏
侮
経
一
巻

後
漢
失
訳

第
二
訳

(
五
五
・
六
二
九
下
)

在
後
漢
録

『
開
元
釈
教
録
』
十
四

阿
弥
陀
仏
偏
一
巻

右
与
後
出
阿
弥
陀
偏 失
訳

両
訳
一
関

岡
本
前
後
両
訳

『
開
元
釈
教
録
』
十
九
(
五
五
・
六
八
三
下
)

或
無
経
字

後
出
阿
弥
陀
仏
偶
経
一
巻

或
無
経
字

第
一
訳
一
存
一
関

紙

『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
二
九
(
五
五
・
一

O
二
八
下
)

紙

後
出
阿
弥
陀
仏
偏
経
一
巻

(
2
)
韻
律

或
無
傷
字

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
漢
語
仏
典
に
お
け
る
備
の
韻
律
研
究
を
行
っ
て
お

八

り
、
そ
の
初
回
調
査
に
お
い
て
、
本
書
の
偏
頒
に
は
韻
律
の
配
慮
l

す
な

わ
ち
漢
訳
さ
れ
た
備
に
お
い
て
押
韻
や
平
灰
な
ど
の
修
辞
ー
が
認
め
ら
れ

な
い
と
考
え
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
再
調
査
に
よ
っ
て
実
は
不
十
分
な
が

ら
も
通
押
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

本
書
の
備
は
総
計
五
十
六
句
か
ら
な
る
の
で
、
偶
数
句
末
の
韻
字
は

二
十
八
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
押
韻
単
位
は
十
四
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
十
八
あ
る
韻
字
の
う
ち
、

二
十
四
字
ま
で
は
ヤ
ロ
]
ま
た
は
[
l

口
問
]
の
鼻

子
音
で
収
束
す
る
陽
声
韻
尾
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
『
切
韻
』
系
韻
書

に
お
い
て
平
声
と
さ
れ
る
声
調
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
、
漢
訳
者
(
ま

た
は
撰
述
者
)

の
意
図
的
な
処
置
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
残

る
四
字
は
入
声
の

「
得
」
「
得
」
「
法
」
、

お
よ
び
平
声
之
韻
の
「
時
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
陽
声
韻
の
二
十
四
字
の
う
ち
、
韻
尾
ヤ
ロ
]
音
に
つ
い

て
は
、
「
先
」
「
仙
」
「
勤
」
「
尊
」
「
文
」

が
韻
目
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
詩
文
に
あ
っ
て
[
E

口
問
]
音
と
押
韻
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
の
例

が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

ま
た
韻
尾
市
口
問
]
音
で
は
、
例
外
な
く
す
べ
て
陽
部
と
庚
部
の
い
ず
れ

か
に
属
す
文
字
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
陽
部
と
庚
部
が
通
押
す
る
の

は
前
漢
か
ら
認
め
ら
れ
(
漢
代
の
韻
部
は
陽
部
と
耕
部
)
、
後
漢
に
い

た
っ
て
か
な
り
の
数
量
と
な
っ
て
い
る
。
三
国
で
は
そ
の
用
例
は
見
当
た

ら
な
い
、
か
、

つ
づ
く
両
晋
(
西
晋
・
東
晋
)

に
お
い
て
最
も
多
い
二
十
九

例
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
三
国
期
に
用
例
が
皆
無
だ
か



ら
と
い
っ
て
、

そ
の
時
代
に
通
押
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
作
例

が
な
か
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
後
の
劉
宋
や
北
魂
以
後
に
な
る

と
激
減
す
る
と
い
う
状
況
と
な
る
。
こ
の
韻
部
の
通
押
を
一
つ
の
基
準
と

し
て
、
本
書
の
撰
述
年
代
を
決
定
し
う
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

つ
ま
り
後
漢

(
ま
た
は
三
国
)

に
『
平
等
覚
経
』
が
漢
訳
さ
れ
て
か
ら
両
晋
に
い
た
る

聞
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

不
規
則
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
陽
声
韻
と
平
声
に

よ
っ
て
韻
字
を
並
べ
る
こ
と
で
一
定
の
旋
律
を
持
続
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
は
、
訳
者
(
ま
た
は
撰
者
)

に
よ
っ
て
自
覚
的
に
行
わ
れ
て
い
た

韻
律
配
慮
で
あ
り
、

と
く
に
[
l
D
m
]

音
収
束
の
陽
部
と
庚
部
が
第
三
十
四

句
目
ま
で
に
集
中
的
に
現
れ
、

そ
の
後
第
四
十
六
句
ま
で
は
[
l

ロ
]
音
収
束

字
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
あ
り
え

な
い
現
象
で
あ
る
。
入
声
の
「
得
」
「
得
」
「
法
」
及
び
陰
声
「
時
」

の
四

{
子
は

そ
の
配
慮
が
認
め
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、

そ
れ
は
完
壁
に
押
韻
し

得
な
い
仏
典
の
偏
頒
の
韻
律
に
お
い
て
は
許
容
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
押
韻
単
位
の
文
字
を
平
戸
の
鼻
子
音
韻
尾
(

I

ロ・ーロ
m
・
EE)
で
揃
え

て
い
こ
う
と
す
る
措
辞
は
、
ほ
か
に
も
白
延
訳
の
『
須
頼
経
』
(
支
謙
訳

の
可
能
性
も
あ
る
)
や
、
北
魂
の
撰
述
経
典
『
妙
好
宝
車
経
』
に
お
け
る

備
に
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
よ
う
な
処
置
は
、
漢
字
音
の
声

韻
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
豊
富
な
漢
語
語
棄
を
具
え
た
者
に

お
い
て
の
み
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
』
と
そ
の
用
途

(
3
)
胎
生

前
述
し
た
よ
う
に
本
書
は
阿
弥
陀
仏
の
因
位
に
お
け
る
二
十
四
願
を
説

く
経
典
に
準
じ
て
お
り
、

ま
た
用
い
ら
れ
て
い
る
語
葉
か
ら
す
る
と
『
大

阿
弥
陀
経
』
で
は
な
く
、
現
今
で
は
支
謙
訳
出
説
が
有
力
な
『
平
等
覚

経
』
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
僧
祐
の
『
出
三
蔵
記

集
』
巻
十
三
に
は
三
国
呉
に
お
い
て
訳
経
活
動
を
行
な
っ
た
支
謙
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る

(
五
五
・
九
七
下
)
、

黄
武
元
年
か
ら
建
興
年
間
ま
で
に

(
二
二
二

i
二
三
七
)
、
支
謙
が

漢
訳
し
た
典
籍
に
は
維
摩
詰
経
・
大
般
泥
一
泡
経
・
法
句
経
・
太
子
瑞

応
本
起
経
な
ど
の
二
十
七
経
が
あ
る
。
音
曲
に
は
聖
義
が
現
れ
て
お

り
、
用
辞
は
文
雅
を
旨
と
し
て
い
る
。
ま
た
無
量
寿
経
と
中
本
起
経

に
も
と
や
つ
い
て
讃
菩
薩
と
連
句
党
唄
三
契
を
製
作
し
、

さ
ら
に
了
本

生
死
経
を
注
釈
し
た
。
そ
れ
ら
は
み
な
現
在
で
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。
(
従
黄
武
元
年
至
建
興
中
、
所
出
維
摩
詰
・
大
般
泥
沼
・
法

句
・
瑞
麿
本
起
等
二
十
七
経
、
曲
得
聖
義
、
辞
旨
文
雅
。
又
依
無
量

寿
・
中
本
起
経
、
製
讃
菩
薩
・
連
句
党
唄
三
契
、
注
了
本
生
死
経
、

皆
行
於
世
)

こ
こ
に
-
記
さ
れ
る
「
無
量
寿
」
と
は
康
僧
鎧
の
訳
出
と
さ
れ
る
貌
訳
の

『
無
量
寿
経
』
そ
の
も
の
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

一
般
名
詞
と
し
て
の

〈
無
量
寿
経
〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
無
量
寿
経
』
は
現
在
で
は
そ
の
漢
訳

者
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
あ
る
が

(
康
僧
鎧
・
佐
一
法
護
・
仏
駄
政
陀
羅
・
宝

九



俳
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

ヨ~
:=之
、-'、

い
ず
れ
の
訳
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
支
謙
の
卒
年
よ
り
後
の
訳
出

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
「
無
量
寿
」
と
は
、
『
平
等
覚
経
』
ま

た
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
「
讃
菩

薩
」
と
「
連
句
党
唄
三
契
」
は
、
た
と
え
こ
れ
ら
が
現
存
し
て
い
な
く
と

も
、
仏
教
讃
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を
十
分
に
推
察
し
う
る
の
で
あ
る
。
支
謙

は
『
平
等
覚
経
』
ま
た
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
よ
っ
て
「
讃
菩
薩
」
な
る

党
唄
を
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が

お
そ
ら
く
は
自

ら
が
漢
訳
し
た
『
平
等
覚
経
』
に
よ
り
つ
つ
「
讃
菩
薩
」
を
製
作
し
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
が
右
の
伝
記
に
あ
る
「
又
依
無
量

寿
・
中
本
起
経
、
製
讃
菩
薩
・
連
句
党
唄
三
契
」

の
一
文
で
は
な
か
っ
た

あだ
る芝ろ
。う

カミ

な
お

契

の

「
契
」
と
は
、
歌
曲
を
数
え
る
名
量
詞
で

さ
て
、

そ
の
「
讃
菩
薩
」
と
「
連
句
党
唄
」
と
は
い
っ
た
い
い
か
な
る

も
の
か
。
慧
佼
の
『
高
僧
伝
』
経
師
篇
に
は

(五

0
・
四
一
五
中
)
、

そ
の
後
、
居
士
の
支
謙
が
ま
た
党
唄
を
三
契
(
三
曲
)

ほ
ど
伝
え
た

が
、
み
な
散
逸
し
て
し
ま
い
現
存
し
て
い
な
い
。
世
間
に
共
議
一
章

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
こ
そ
支
謙
が
作
っ
た
焚
唄
の

規
則
で
あ
ろ
う
か
。
(
其
後
居
士
支
謙
、
亦
伝
焚
唄
三
契
、
皆
浬
没

而
不
存
。
世
有
共
議
一
章
、
恐
或
謙
之
余
則
也
)

と
あ
る
よ
う
に
、
慧
肢
の
時
世
(
六
世
紀
初
頭
)

に
は
既
に
支
謙
が
作
っ

た
党
唄
は
散
逸
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
当
時
現
存
し
て
い
た

二
O

「
共
議
一
章
」
な
る
も
の
が
支
謙
の
作
品
ら
し
い
と
推
し
て
い
る
が
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
「
無
量
寿
」

と
「
中
本
起
経
」

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
焚

唄
で
あ
る
「
讃
菩
薩
」
「
連
句
党
唄
」

は
、
お
そ
ら
く
押
韻
さ
せ
る
こ
と

で
音
楽
性
豊
か
な
詩
歌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
支
謙
の
訳
出
し

た
経
典
の
偶
煩
が
少
な
か
ら
ず
押
韻
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
推
断
で
き
る

だ
ろ
う
。
支
謙
は
訳
経
中
の
侮
煩
だ
け
で
は
な
く
し
て
、
党
唄
に
お
い
て

も
積
極
的
に
韻
律
へ
の
配
慮
を
施
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
』
は
支
謙
訳
と
考
え
ら
れ
る
『
平
等
覚
経
』

の一語山

葉
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
無
量
寿
」

に
も
と
守
つ
い
て
作
ら
れ
た

「
讃
菩
薩
」
こ
そ
が
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
で
あ
る
と
想
定
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、

し
か
し
両
者
は
同
一
文
献
で
は
な
い
。
そ
れ
は
『
後
出
阿

弥
陀
仏
偏
』
が
第
三
五
句
に
「
有
疑
在
胎
中
」
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
疑
惑
を
い
だ
く
者
は
浄
土
に
お
い
て
胎
内
に
処
す
と
い
う
、
往
生
前

の
あ
り
ょ
う
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
蓮
華

の
専
を
そ
の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に

『
平
等
覚
経
』
や
『
大
阿
弥
陀
経
』

に
は
往
生
を
「
胎
生
」
や
「
胎
」
と

表
記
す
る
こ
と
は
な
く
、

と
も
に
「
於
七
宝
池
水
蓮
華
中
化
生
」
と
訳
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
蓮
華
の
事
内
に
「
化
生
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
二
経
か
ら
本
書
の
「
有
疑
在
胎
中
」
は
導
き
出
せ
な
い
と
思

わ
れ
る
。
「
胎
」

と
漢
訳
す
る
の
は
貌
訳
の
『
無
量
寿
経
』
巻
下

(
十
二
・
二
七
八
上
)

に
い
た
っ
て
、



彼
国
人
民
有
胎
生
者
。
汝
復
見
不
。
対
日
己
見
。
其
胎
生
者
、
所
処

宮
殿
。

-
(
中
略
)

仏
告
慈
氏
、
若
有
衆
生
、
以
疑
惑
心
、
修
諸

功
徳
・
:
(
中
略
)
・
:
。
然
猶
信
罪
福
修
習
善
本
、
願
生
其
園
、
此
諸

衆
生
、
生
彼
宮
殿
、
寿
五
百
歳
、
常
不
見
仏
、

薩
声
聞
聖
衆
。
是
故
於
彼
国
土
、
謂
之
胎
生
。

不
閉
経
法
、

不
見
菩

と
説
か
れ
る
よ
う
に

(
唐
訳
『
如
来
会
』
・
宋
訳
『
荘
厳
経
』
も
「
胎

生
」
を
説
く
)
、
疑
惑
往
生
の
者
は
浄
土
の
宮
殿
に
生
ま
れ
、
そ
し
て
こ

れ
を
「
胎
生
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
有
疑
在
胎

中
」
を
説
く
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
が
『
無
量
寿
経
』
の
漢
訳
以
前
に
成

立
す
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
本
書
の

成
立
(
翻
訳
ま
た
は
撰
述
)

に
関
わ
る
人
物
と
し
て
支
謙
を
想
定
す
る
こ

と
は
ど
う
も
破
綻
し
て
し
ま
う
よ
う
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
本
書
が
焚
語

か
ら
の
漢
訳
で
あ
れ
ば
、
間
ω円

σ
g
(誼
す
)

を
胎
蔵
の
意
味
で
「
胎
中
」
と

漢
訳
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
『
無
量
寿
経
』
の
「
胎
生
」
が
説

か
れ
る
部
分
の
党
語
原
典
は
存
在
し
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
後
漢
訳
出
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
経
録

で
は
梁
か
ら
著
録
さ
れ
る
こ
と
、
通
押
の
状
況
か
ら
両
晋
か
ら
降
っ
て
も

宋
斉
の
こ
ろ
の
成
立
で
あ
る
こ
と
、
『
平
等
覚
経
』
の
語
葉
を
踏
襲
し
、

ま
た
『
無
量
寿
経
』
の
「
胎
生
」
も
と
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
、
経
典
と
併

読
し
な
い
と
理
解
し
難
い
部
分
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
き
、
漢
訳
経
典
に
拠
り
つ
つ
も
中
国
で
撰
述
さ

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
』
と
そ
の
用
途

れ
た
と
す
る
推
定
が
容
れ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。

5 

本
書
の
用
途
に
つ
い
て
|
党
唄
と
の
関
連
|

本
書
の
よ
う
に
分
量
の
短
い
典
籍
と
い
っ
た
も
の
が
、

は
た
し
て
い
か

な
る
用
途
に
供
さ
れ
た
の
か
、
実
に
興
味
を
そ
そ
る
問
題
で
あ
る
。
〈
無

量
寿
経
〉
系
の
経
典
を
極
め
て
短
く
ま
と
め
た
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
本
書

は
、
細
か
な
内
容
を
付
度
す
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
し
、

か
と

い
っ
て
諦
経
と
し
て
は
短
か
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
。
本
書
が
成
立
し
て

か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の

か
、
そ
の
足
取
り
を
追
跡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
残
念
な

が
ら
本
書
が
仏
教
史
に
の
こ
し
た
足
跡
を
資
料
の
上
に
確
認
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
書
の
全
文
が
迦
才
の
『
浄
土
論
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
全
文
引
用
し
た

直
後
に
迦
才
自
身
が
、
「
釈
し
て
日
は
く
、

一
切
経
の
中
に
此
の
礼
文
あ

り
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
礼
文
」
と
い
う
こ
と
に
止
目
す
る
な
ら
ば
、
迦

才
、
或
い
は
惰
か
ら
初
唐
に
か
け
て
は
、
本
書
が
身
業
の
礼
拝
を
と
も
な

う
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
偏
文
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
本
書
が
漢
訳
(
イ
ン
ド
成
立
)

な
の
か
、

そ
れ
と
も
撰
述

(
中
国
成
立
)

な
の
か
を
め
ぐ
っ
て
、
先
に
示
し
た
先
学
(
望
月
・
椎
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尾
・
藤
田
)

は
み
な
こ
れ
を
保
留
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
っ
き
り
と
し
な

い
以
上
、
仏
教
史
に
お
け
る
足
跡
や
役
割
な
ど
の
解
明
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
も
し
前
述
の
よ
う
に
偶
の
偶
数
句
末
の
通
押
を
積
極
的
に
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
漢
語
資
料
と
し
て
の
本
書
は
焚
唄
と
し
て
活
用
さ
れ
た
蓋
然

性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
究
唄
(
喜
宮
山
)
と
は
日
本
で
は
声
明
と
同
義
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
イ
ン
ド
や
唐
以
前
の
中
国
で
声
明
と
い
う
場
合

は
、
も
っ
ぱ
ら
五
明
の
中
の
文
法
学
で
あ
っ
て
、
仏
教
音
楽
を
意
味
す
る

こ
と
は
な
い
。
党
唄
は
し
た
が
っ
て
声
明
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
美
声
に
よ
っ
て
経
典
や
そ
の
偶
を
読
み
あ
げ
た
僧
を
立
伝
し

て
い
る
『
高
僧
伝
』
の
経
師
篇
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
中
国
に
お
い
て
党
唄
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
は
『
高
僧

伝
』
十
三
経
師
篇
(
五

0
・
四
一
五
中
)

に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

若
然
可
謂
焚
音
深
妙
、
令
人
楽
間
者
也
。
然
天
竺
方
俗
、
凡
是
歌
詠

法
一
一
一
日
、
皆
称
為
唄
。
至
於
此
土
詠
経
、
則
称
為
転
読
、
歌
讃
則
号
為

党
唄
。
昔
諸
天
讃
唄
、
皆
以
韻
入
絃
結
。

五
衆
既
与
俗
違
。
故
宜
以

声
曲
為
妙
。

そ
の
興
り
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
論
考
を
参
照
す
る
と
し
て
、
こ
の
内
容

か
ら
し
て
、

そ
れ
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
歌
詠
と
し
て
の
法
言
を
、
漢
語
の

備
に
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
内
容
の
言
語
転
換
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
中
華
の
声
韻
に
の
っ
と
り
、
句
中
の
字
数
を
均
一
化
し
、

し
か
も
押

韻
す
る
備
と
し
て
形
式
転
換
す
る
。
そ
し
て
そ
の
有
韻
偏
頒
に
新
た
に
抑

揚
長
短
な
ど
の
リ
ズ
ム
を
劃
酌
し
て

(
「
以
韻
入
絃
紹
」
)
造
り
あ
げ
た
仏

教
歌
詠
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
漢
訳
さ
れ
た

経
律
の
侮
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
作
る
場
合
も
あ

る
。
よ
っ
て
党
唄
に
は
漢
訳
の
備
と
撰
述
の
偶
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。ま
た
『
高
僧
伝
』
十
三
経
師
九
の
釈
僧
弁
の
伝
に
、

弁
(
釈
僧
弁
)

は
古
維
摩
一
契
と
瑞
応
七
言
偏
一
契
を
伝
ふ
。

(五

0
・
四
一
四
中
)

と
あ
り
、
釈
慧
忍
の
伝
に
も
、

瑞
応
四
十
二
契
を
製
す
。
(
五

0
・
四
一
四
下
)

更
に
貌
陳
思
王
曹
植
に
つ
い
て
も
、

瑞
応
本
起
を
耐
治
し
、

契
に
在
り
て
は
則
ち
四
十
有
二
あ
り
。

(五

0
・
四
一
五
上
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
古
維
摩
」
と
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
二

に
「
新
維
摩
詰
経
三
巻
」
(
五
五
・
十
下
)

と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
鳩

摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
に
対
し
て
言
う
と
こ
ろ
の
支
謙
訳
の
『
維

摩
詰
経
』
で
あ
り
、
「
瑞
応
」

や
「
瑞
応
本
起
」
と
は
湯
用
形
が
指
摘
す

る
よ
う
に
支
謙
訳
の
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
で
あ
る
。
ま
た
呉
の
康
僧
会

(
?
1
二
八

O
)
も
『
双
巻
泥
沼
』
に
よ
っ
て
「
敬
謁
一
契
文
」
と
い
う

党
唄
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
『
双
巻
泥
一
但
』
と
は
、
現
在
『
大
正
蔵
』
で



東
晋
失
訳
と
さ
れ
て
い
る
『
般
泥
垣
経
』
二
巻
に
相
違
な
く
、
こ
の
失
訳

経
典
の
訳
者
こ
そ
、
呉
の
支
謙
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
前
掲
拙
文
「
支
謙
と

鳩
摩
羅
什
訳
悌
典
に
お
け
る
備
の
詩
律
」

に
お
い
て
論
証
し
た
。
支
謙
訳

の
「
古
維
摩
」
・
「
瑞
応
」
・
「
双
巻
泥
沼
」
の
各
経
に
お
け
る
侮
煩
は
押
韻

す
る
こ
と
で
歌
詠
と
し
て
の
リ
ズ
ム
を
既
に
備
え
て
い
た
。

し
た
、
か
つ
て

」
れ
ら
は
党
唄
の
雛
型
に
な
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
支
謙
は
仏
典
の
偽
頒
の
漢
訳
に
あ
た
っ
て
、

み
ご
と

に
有
韻
の
侮
頒
と
し
て
翻
訳
し
、

み
ず
か
ら
も
「
無
量
寿
」
と
「
中
本
起

経
」
に
基
づ
い
て
党
唄
を
製
し
た
。
更
に
後
に
な
る
と
支
謙
訳
の
『
維
摩

詰
経
』
・
『
太
子
瑞
応
本
起
経
』
・
『
般
泥
沼
経
』
に
含
ま
れ
る
有
韻
偽
頒
を

も
と
に
し
て
、
経
師
篇
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
釈
僧
弁
や
釈
慧
忍
、
ま
た
陳

思
王
曹
植
(
一
九
二

i
二
三
二
)
、
そ
し
て
康
僧
会
ま
で
も
が
党
唄
を
製

一
巻
も
作
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

作
し
、
更
に
「
詠
瑞
応
偶
」

」
の
よ
う
に
支
謙
訳
経
典
の
備
は
仏
教
音
楽
と
し
て
の
党
唄
に
材
料
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
『
出
三
蔵
記

集
』
に
あ
る
「
製
讃
菩
薩
・
連
句
党
唄
三
契
」
と
本
書
に
は
な
ん
ら
か
の

関
連
性
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
当
時
は
少
な
く
と
も
下
記
の
二
十
一
種
の
焚
唄
歌
詠
が
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
(
一
部
重
複
す
る
か
)
。
「
法
苑
雑
縁
原
始
集
目
録
」
(
『
出

三
蔵
記
集
』
第
十
二
)
に
よ
れ
ば
、
僧
祐
が
撰
集
し
た
『
法
苑
雑
縁
原
始

集
』
巻
第
六
に
「
経
唄
導
師
集
」
が
あ
り
、
そ
の
リ
ス
ト
に
は
以
下
の

『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
』
と
そ
の
用
途

帝
釈
楽
人
般
遮
意
歌
唄

二
十
一
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
(
五
五
・
九
二
上
中
)
。

第

出
中
本
起
経

仏
讃
比
丘
唄
利
益
記

億
耳
比
丘
善
唄
易
了
解
記

婆
提
比
丘
響
徹
党
天
記

上
金
鈴
比
丘
妙
声
記

音
声
比
丘
尼
記

法
橋
比
丘
現
感
妙
声
記

陳
思
王
感
魚
山
林
凡
声
製
唄
記

支
謙
製
連
句
党
唄
記

康
僧
会
伝
泥
沼
唄
記

覚
歴
高
声
党
記

薬
練
夢
感
究
音
六
言
唄
記

斉
文
皇
帝
製
法
楽
党
舞
記

斉
文
皇
帝
製
法
楽
讃 第

六
第
十

第第
五

第
九

第
十

第
十
四

出
十
諦
律

第

出
十
諦
律

第
四

出
増
一
阿
含

出
賢
愚
経

出
僧
祇
律

第
七

出
志
節
伝

第
八

康
僧
会
伝

唄
出
須
頼
経

第
十

唄
出
超
日
明
経

第
十
三

斉
文
皇
帝
令
舎
人
王
融
製
法
楽
歌
辞

第
十
五

寛
陵
文
宣
撰
党
礼
讃

寛
陵
文
宣
製
唱
薩
願
讃
第
十
六
第
十
七

旧
品
序
元
嘉
以
来
読
経
道
人
名
井
銘

新
安
寺
釈
道
興

寛
陵
文
宣
王
第
集
転
経
記

導
師
縁
記

第
二
十

第
十
八

第
十
九
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安
法
師
法
集
旧
制
三
科

第
二
十
一

こ
れ
ら
の
各
資
料
は
す
べ
て
現
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
六
世
紀
初
頭

に
は
、
す
で
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
仏
教
音
楽
作
品
が
漢
訳
の
諸
経
諸
律
に

説
か
れ
る
偶
煩
に
依
拠
し
、

ま
た
は
抜
粋
す
る
な
ど
し
て
制
作
さ
れ
、
盛

況
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
概
ね
典

故
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
焚
唄
の
歌
詞
は
基
本
的
に
は
漢
訳
経
典
の
侮

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
他
に
も
如
来
唄
(
『
勝
髪

経
』
の
「
如
来
妙
色
身
・
:
」
、

十
二
・
二
一
七
上
)

や
云
何
発
(
『
大
般

浬
繋
経
』
の
「
云
何
得
長
寿
:
・
」
)
な
ど
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
善
導
『
往

生
礼
讃
偶
』
・
智
昇
『
集
諸
経
札
機
儀
』
・
法
照
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事

儀
讃
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
音
楽
と
し
て
曙
好
さ
れ

て
い
た
党
唄
が
、

し
だ
い
に
そ
の
役
割
に
変
化
が
生
じ
、
唐
代
に
あ
っ
て

は
諸
儀
礼
の
中
に
流
用
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
党
唄
の
効
用
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
『
高
僧
伝
』
巻

十
三
の
経
師
篇
(
五

0
・
四
一
四
下

i
四
一
五
上
)
γ
」
十
点
、

t

l

 

如
聴
唄
亦
其
利
有
五
。
身
体
不
疲
。

不
忘
所
憶
。
心
不
僻
倦
。
音
声

不
壊
。
諸
天
歓
喜
。

と
あ
り
、
『
大
宋
僧
史
略
』
巻
中
(
五
四
・
二
四
二
中
)

に
も
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

讃
唄
之
由

讃
唄
原
始
、
案
十
諦
律
中
、
倶
肱
耳
(
即
億
耳
也
)
作
三
契
声
以

四

讃
仏
。
其
人
善
唄
易
了
解
。
阿
含
中
、
善
和
羅
作
善
調
請
、
令
影

勝
大
王
象
馬
不
行
。
此
土
則
康
僧
会
伝
泥
沼
讃
唄
、
支
謙
製
連
句

党
唄
。
又
開
土
法
勝
善
阿
毘
曇
心
、
別
撰
二
百
五
偏
以
為
要
解
、

号
臼
心
。
其
煩
声
也
撰
象
天
楽
。
或
目
。
党
唄
之
声
:
・
(
中
略
)

一
者
仏
道
法
楽
也
。
此
音
韻
雄
哀
不
傷
。
難

:
・
何
益
也
。
通
日
。

楽
不
淫
。
折
中
中
和
故
為
法
楽
也
。
二
者
諸
天
鬼
神
間
皆
歓
喜

劇
「
」
4
剖
調
似
制
制
「
叶
対
利
剖
側
関
出
矧
剃
出
叫
|
(
五
四
・

二
四
二
中
)

こ
の
よ
う
に
党
唄
に
は
様
々
な
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
を
儀
礼
に
お
い
て
唱

和
す
る
こ
と
で
、
盛
況
を
期
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
が
翻
訳
か
撰
述
か
は
依
然
と
し
て
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
し
不

規
則
な
が
ら
も
韻
律
の
配
慮
が
施
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
分
量
の
短
い
偶

は
、
党
唄
と
し
て
活
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
書
の
成
立
時
期
は
依
然
と
し
て
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
後
漢
の
失
訳

と
す
る
の
は
惰
の
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
四
(
『
大
正
蔵
』
四
九
・

五
五
中
)

か
ら
で
あ
り
、

」
れ
を
う
か
つ
に
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
経
録
で
は
『
出
三
蔵
記
集
』
の
新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録
か
ら
著
録
さ

れ
る
の
で
、

お
そ
ら
く
四
世
紀
の
後
半
の
道
安
宝
二
二

1
三
八
五
)



よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
綜
理
衆
経
目
録
』
に
は
著
録
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

ま
た
韻
律
の
配
慮
は
完
壁
で
は
な
い
が
、
漢
訳
者
(
ま
た

は
撰
述
者
)

に
よ
っ
て
陽
声
韻
の
意
図
的
な
配
置
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
句
末
押
韻
で
は
陽
部
と
庚
部
の
通
押
が
多
く
見
ら

れ
た
。

」
の
両
部
の
通
押
は
後
漢
以
後
、

特
に
西
晋
(
一
二
ハ
五

i

三
二
ハ
)
や
東
晋
宝
二
七

1
四
二

O
)
の
詩
に
多
く
見
ら
れ
、
劉
宋
北

貌
に
い
た
っ
て
も
若
干
数
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
、
か
つ
て
こ

の
東
西
両
晋
の
こ
ろ
に
本
書
が
翻
訳
(
ま
た
は
撰
述
)

さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
諸
本
の
校
異
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
各
大

蔵
経
本
の
系
統
、
迦
才
の
『
浄
土
論
』
に
お
け
る
引
文
、

そ
し
て
浄
土
真

宗
系
明
和
六
年
本
の
三
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
う
ち
迦

才
『
浄
土
論
』
所
収
本
が
古
体
を
と
ど
め
て
お
り
、
印
刷
大
蔵
経
本
が
こ

れ
に
つ
ぐ
。
明
和
六
年
本
は
校
異
の
根
拠
が
不
明
確
で
あ
り
、

わ
が
国
に

お
い
て
語
義
か
ら
改
訂
さ
れ
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

ま
た
本
書
が
当
時
、

ま
た
は
後
世
お
い
て
ど
の
よ
う
な
用
途
に
供
さ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
な
く
、

わ

ず
か
に
迦
才
の
『
浄
土
論
』
巻
中
(
『
大
正
蔵
』
四
七
・
九
一
上
)
や

さ

ら
に
降
っ
て
宗
暁
『
楽
邦
文
類
』
巻
一

(
四
七
・
一
五
二
中
下
)
E
-
E
E
E
E
E

，、
4

h
k・
コ
行
4
4
μ

れ
る
程
度
で
あ
り
、

し
か
も
前
者
は
願
行
具
足
し
て
往
生
す
る
念
仏
行
が

別
時
意
で
は
な
い
根
拠
と
し
て
十
二
経
七
論
を
も
っ
て
引
証
す
る
そ
の
一

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
』
と
そ
の
用
途

文
献
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
後
者
も
数
あ
る
浄
土
教
文
献
の
中
で
「
弥
陀
本

願
取
土
之
相
」
を
説
く
典
籍
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
わ
ず
か
な
用
例
だ
け
で
は
本
書
が
い
か
に
用
い
ら
れ
て
き
た
か

判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
わ
ず
か
一
紙
に
納
ま
る
寡
少
さ
や
韻
律

へ
の
配
慮
か
ら
し
て
、
成
立
の
初
期
に
お
い
て
は
焚
唄
と
し
て
活
用
さ
れ

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

語
釈
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
一
敦
煙
本
(
ス
タ
イ
ン
一
一
一
一
六
号
)
に
は
「
仏
説
・
:
」
と

あ
り
、
ま
た
宋
元
明
の
三
本
や
明
和
六
年
本
な
ど
に
は
「
・
:
経
」
と
あ
る
が
、
仏

説
と
し
て
の
内
容
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
経
典
の
体
裁
を
有
し
て

は
い
な
い
の
で
、
も
と
も
と
原
題
に
は
「
仏
説
」
や
「
経
」
の
字
は
添
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
本
書
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
『
平
等
覚
経
』
で
は
阿
弥
陀
仏
を
「
無
量
清

浄
仏
」
・
「
無
量
」
・
「
阿
弥
陀
」
と
漢
訳
し
て
お
り
、
本
書
は
こ
の
う
ち
書
題
に

「
阿
弥
陀
」
を
と
り
、
備
の
中
で
は
「
無
量
」
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

法
比
丘
一
阿
弥
陀
仏
因
位
の
名
。
『
国
訳
一
切
経
』
の
解
説
で
は
「
法
蔵
比

丘
」
の
略
と
し
て
い
る
が
、
本
書
は
『
平
等
覚
経
』
の
訳
語
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
法
宝
蔵
比
丘
」
の
略
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
鏡
王
一
阿
弥
陀
仏
の
因
位
に
お
け
る
師
仏
。
「
世
鏡
王
」
と
す
る
の
は
、
『
平

等
覚
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
で
あ
り
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
「
楼
夷
亘
羅
仏
」

と
す
る
。
二
十
四
章
一
阿
弥
陀
仏
の
困
位
の
誓
願
。
誓
願
の
数
を
二
十
四
と
す
る
の
は
、

『
平
等
覚
経
』
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
み
で
あ
る
。

二
五



併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

号
無
量
一
法
比
丘
(
法
宝
蔵
比
丘
)
の
果
号
で
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
。
『
平
等
覚

経
』
に
は
「
無
量
清
浄
」
「
無
量
」
「
阿
弥
陀
」
の
三
種
の
訳
語
が
あ
り
、
『
大
阿

弥
陀
経
』
に
は
「
阿
弥
陀
」
と
あ
る
。

平
夷
易
一
浄
土
の
大
地
の
平
坦
な
あ
り
さ
ま
を
強
調
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ

の
三
宇
は
い
ず
れ
も
「
平
ら
か
」
と
い
う
語
義
が
あ
る
。

多
上
人
一
浄
土
に
は
聖
衆
(
菩
薩
や
阿
羅
漢
な
ど
)
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
。

末
書
で
は
こ
と
ご
と
く
、
こ
れ
を
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
諸
上
善
人
」
を
さ
す
と
注

記
し
て
い
る
。

世
界
名
清
浄
一
浄
土
を
「
清
浄
」
と
呼
称
す
る
の
は
、
『
平
等
覚
経
』
の
「
無

量
清
浄
仏
国
」
に
よ
っ
て
い
る
。
な
お
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
は
「
阿
弥
陀
仏
国
」

と
訳
さ
れ
る
。

日
三
動
一
清
浄
国
土
に
お
い
て
風
が
日
々
三
度
吹
く
と
い
う
こ
と
。
経
典
に
は

そ
の
よ
う
な
文
言
は
な
い
。
『
平
等
覚
経
』
に
は
、
「
復
自
然
乱
風
起
、
吹
七
宝

樹
。
七
宝
樹
、
皆
復
自
作
五
音
声
。
乱
風
吹
華
、
悉
復
自
然
散
無
量
清
浄
仏
及
諸

菩
薩
・
阿
羅
漢
上
。
華
堕
地
則
自
然
乱
風
復
吹
萎
華
、
悉
自
然
去
。
則
復
四
方
自

然
乱
風
起
。
吹
七
宝
樹
華
。
如
是
者
四
反
」
(
一
二
・
二
八
五
中
下
)
と
あ
る
よ

う
に
、
四
方
八
方
上
下
か
ら
温
度
も
風
量
も
適
度
な
風
が
自
然
に
発
生
し
、
七
宝

樹
に
吹
き
付
け
る
と
、
樹
木
は
五
音
を
鳴
ら
し
て
国
中
に
華
が
散
じ
満
ち
、
仏
菩

薩
の
上
に
も
散
じ
ら
れ
る
。
大
地
に
落
ち
た
華
が
萎
む
と
ま
た
風
が
吹
き
飛
ば

す
。
そ
し
て
こ
れ
が
四
回
繰
り
返
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
末
書
に
お
い
て
は
み
な
、
風
は
一
日
に
六
度
ふ
く
が
、
こ
こ
で
は
「
日

=
ご
の
み
を
出
し
て
「
夜
コ
ご
を
略
し
た
の
だ
と
注
記
す
る
。

合
調
習
一
南
北
朝
で
は
ワ

ι名
目
立
川
省
]
と
推
定
さ
れ
る
畳
韻
語
(
キ
ュ
ウ
シ
ュ

ウ
)
で
、
風
が
勢
い
よ
く
吹
き
つ
け
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
『
一
切
経
音
義
』

巻
三
二
(
五
四
・
五
二
二
下
)
に
は
「
翁
習
、
上
散
邑
反
、
何
回
安
注
論
語
云
、
翁

如
盛
也
、
又
蛾
也
。
説
文
翁
起
也
、
従
羽
合
声
」
と
あ
る
。

手
布
一
『
漢
語
大
詞
典
』
に
こ
の
語
嚢
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
②
良
定
の

ムノ、

『
私
記
』
で
は
「
物
の
美
に
比
ふ
。
地
平
ら
な
る
こ
と
掌
の
如
し
と
云
ふ
が
如

し
。
掌
と
は
仏
の
手
に
し
て
、
掌
中
に
種
種
の
文
の
美
な
る
こ
と
あ
る
な
り
(
比

物
美
、
如
云
地
平
如
掌
、
掌
仏
子
、
掌
中
有
種
種
文
美
也
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、

華
が
大
地
に
落
ち
る
と
、
そ
れ
は
仏
の
掌
中
の
よ
う
に
美
し
い
模
様
に
な
る
と
い

う
。
ま
た
慶
安
四
年
版
『
浄
土
論
』
と
明
和
六
年
版
版
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
で

は
と
も
に
「
毛
布
」
に
作
り
、
そ
れ
を
う
け
た
⑥
自
謙
『
糠
枇
録
』
(
一
七
七

O

年
)
で
は
地
に
落
ち
た
華
は
あ
た
か
も
長
短
不
揃
い
の
毛
が
大
地
に
敷
(
布
)
か

れ
た
よ
う
で
あ
る
と
解
釈
し
な
が
ら
も
、
確
た
る
根
拠
は
な
い
と
述
べ
、
異
読
の

「
手
布
」
を
採
用
し
て
、
あ
た
か
も
人
が
華
を
地
に
敷
(
布
)
き
つ
め
て
手
で
平

ら
に
な
ら
す
か
の
よ
う
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
こ
は
自
謙
の
解
釈
に
し
た
が

い
、
「
手
づ
か
ら
布
く
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

雑
廟
上
普
平
一
浄
土
の
大
地
に
舞
い
落
ち
た
華
が
互
い
に
お
り
重
な
り
、
一
見

し
て
雑
然
と
入
り
乱
れ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
面
は
凹
凸
乱
れ
る
こ

と
な
く
平
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

海
水
及
諸
源
一
前
述
し
た
よ
う
に
句
末
の
「
源
」
は
異
本
で
は
「
原
」
(
『
浄
土

論
』
)
と
「
涼
」
(
敦
煙
本
)
が
あ
る
。
末
書
で
は
み
な
「
源
」
を
採
用
す
る
が
、

押
韻
の
要
求
か
ら
す
る
と
敦
煙
本
に
あ
る
陽
部
の
「
涼
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

路
肩
一
わ
き
の
下
と
肩
一
。
『
一
切
経
音
義
』
巻
三
二
(
五
四
・
五
二
二
下
)
に
、

「
路
扇
、
上
音
公
悪
反
、
埠
蒼
云
、
肘
後
日
路
、
説
文
版
下
也
、
従
肉
各
声
也
」

と
あ
る
。
「
路
厨
」
は
『
説
文
』
に
よ
れ
ば
わ
き
の
下
で
あ
る
。

有
疑
在
胎
中
、
不
合
五
百
年
一
『
平
等
覚
経
』
(
十
二
・
二
九
二
上
中
)
に
、

「
心
中
狐
疑
。
不
信
分
檀
布
施
作
諸
善
後
世
得
其
福
、
不
信
有
無
量
清
浄
仏
国
。

不
信
往
生
其
国
中
。
:
・
(
中
略
)
:
・
則
於
七
宝
水
池
蓮
華
中
化
生
、
則
受
身
自
然

長
大
。
在
城
中
於
是
間
五
百
歳
」
、
ま
た
同
(
十
二
・
二
九
五
中
)
に
、
「
在
無
量

清
浄
仏
国
界
辺
。
自
然
七
宝
城
中
、
諦
五
百
歳
。
阿
逸
菩
薩
吾
一
円
受
仏
厳
明
重

教
、
皆
当
精
進
、
一
心
求
索
、
請
奉
行
之
、
不
敢
疑
怠
」
と
あ
る
よ
う
に
蓮
華
化



生
を
母
胎
に
喰
え
る
こ
と
は
な
い
(
『
大
阿
弥
陀
経
』
(
十
二
・
三
一

O
上
中
)
も

ほ
ぼ
同
じ
)
。
母
胎
を
説
く
の
は
む
し
ろ
『
無
量
寿
経
』
巻
下
(
十
二
・
二
七
八

上
)
に
あ
る
以
下
の
文
で
あ
る
。
「
彼
国
人
民
有
胎
生
者
。
汝
復
見
不
。
対
日
己

見
。
其
胎
生
者
、
所
処
宮
殿
0

・
:
(
中
略
)
・
:
仏
告
慈
氏
、
若
有
衆
生
、
以
疑
惑

心
、
修
諸
功
徳
:
・
(
中
略
)
:
・
然
猶
信
罪
福
修
習
善
本
、
願
生
其
国
、
此
諸
衆
生

生
彼
宮
殿
、
寿
五
百
歳
、
常
不
見
仏
不
閉
経
法
、
不
見
菩
薩
声
聞
聖
衆
。
是
故
於

彼
国
土
。
謂
之
胎
生
」

ま
た
「
不
合
」
に
つ
い
て
も
文
脈
上
通
じ
が
た
い
。
慶
安
四
年
版
『
浄
土
論
』

と
明
和
六
年
版
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
に
あ
る
「
可
令
」
で
あ
れ
ば
文
義
は
通
る

が
、
そ
の
校
異
が
い
っ
た
い
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
真
宗
の

末
書
も
み
な
「
可
令
」
を
採
用
し
て
い
る
。
⑩
服
膚
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
経
講

義
』
に
は
ご
本
ニ
コ
ノ
令
ノ
字
、
合
一
一
ナ
リ
テ
ア
リ
。
是
ハ
令
ノ
字
ス
ク
ル
ル

ヤ
フ
ニ
存
ス
」
と
あ
る
。
「
不
」
と
「
可
」
、
「
合
」
と
「
令
」
は
異
体
字
の
字
形

が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
混
同
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

得
号
惜
世
尊
一
「
惜
」
に
つ
い
て
明
和
本
の
校
記
に
は
、
「
情
、
一
に
増
に
作

る
。
疑
う
ら
く
は
写
誤
な
ら
ん
」
と
あ
り
、
ま
た
『
国
訳
一
切
経
』
の
脚
注
も

「
悪
也
・
悶
也
・
憎
也
と
あ
れ
ど
今
は
通
ぜ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
文
意
の
通
ら
な

い
句
で
あ
る
。
こ
こ
は
慧
琳
の
『
一
切
経
音
義
』
巻
三
二
(
五
四
・
五
二
二
下
)

の
「
曾
」
を
採
用
し
て
お
く
。

号
曾
、
下
は
廻
外
の
反
、
鄭
筆
毛
詩
に
云
は
く
、
曾
は
合
な
り
。
ま
た
注
礼

記
に
云
は
く
、
曾
は
皆
な
り
。
郭
注
爾
雅
に
云
は
く
、
曾
は
謂
は
く
相
当
・

対
な
り
。
説
文
は
今
に
従
い
曽
に
従
う
。
省
の
声
な
り
。
経
は
心
に
従
い
憎

に
作
る
も
非
な
り
。
広
雅
に
憎
悪
な
り
と
云
ふ
は
経
の
義
に
非
ざ
る
な
り

(
号
曾
、
下
週
外
反
、
鄭
筆
毛
詩
云
、
曾
合
也
。
又
注
礼
記
云
、
曾
皆
也
。

郭
注
爾
雅
云
、
曾
謂
相
当
対
也
。
説
文
従
今
従
曽
、
省
声
。
経
従
心
作
憎
非

也
。
広
雅
云
憎
悪
也
、
非
経
義
也
)
。

こ
の
よ
う
に
慧
琳
は
「
惜
」
は
誤
り
で
、
「
曾
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
』
と
そ
の
用
途

れ
に
従
う
な
ら
ば
「
号
を
得
て
世
尊
に
合
同
す
」
と
訓
み
、
「
名
を
得
て
世
尊
に
相

当
す
る
」
と
な
る
。
ま
た
③
善
覚
『
議
測
』
で
も
『
一
切
経
音
義
』
に
し
た
が
い

「
合
同
」
を
採
用
し
て
い
る
。
今
は
「
曾
」
を
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
末
書
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
あ
り
、
⑩
服
膚
『
後
出
阿
弥
陀

仏
偶
経
講
義
』
・
⑪
於
川
『
後
出
阿
弥
陀
仏
倍
註
聴
記
』
・
⑫
堀
江
『
首
註
後
出
弥

陀
偶
経
』
・
⑬
堀
江
『
後
出
阿
弥
陀
仏
侮
講
案
』
で
は
「
悌
」
の
誤
写
と
し
(
な

お
⑩
に
は
「
惜
ノ
字
、
異
本
ア
リ
テ
一
本
一
一
云
増
字
、
一
本
ハ
併
ノ
字
ナ
リ
。
是

恐
ク
ハ
併
字
ナ
ル
ヘ
シ
。
即
俳
世
尊
ト
云
コ
ト
テ
、
悌
十
号
ノ
中
、
後
ノ
ニ
ヲ
挙

タ
モ
ノ
ト
ミ
ユ
ル
」
と
あ
る
)
、
⑧
道
宣
『
後
出
阿
弥
陀
仏
倍
索
隠
』
で
は
、
「
三

種
荘
厳
即
是
誓
願
尊
号
、
如
法
性
、
如
法
本
、
致
極
得
称
増
上
世
尊
号
、
願
願
皆

発
増
上
勝
因
、
故
遂
感
増
上
勝
果
、
諸
仏
讃
嘆
、
是
其
証
也
」
と
あ
る
よ
う
に

「
増
上
」
の
意
で
理
解
し
、
ま
た
②
良
定
『
後
出
阿
弥
陀
仏
偏
私
記
』
で
は
、
「
惜

世
尊
者
、
釈
音
云
於
外
切
、
世
尊
名
号
也
、
字
書
眉
目
間
貌
也
。
情
似
彰
眉
間
白

竜
為
仏
号
」
と
述
べ
「
白
竜
」
と
理
解
し
て
い
る
。

註
(
1
)
『
浄
土
論
』
の
諸
写
本
諸
版
本
に
つ
い
て
の
報
告
に
は
、
曽
和
義
宏
「
常

楽
寺
所
蔵
迦
才
『
浄
土
論
』
に
つ
い
て
|
上
巻
の
翻
刻
と
解
説
l
」
、
「
翻

刻
・
常
楽
寺
所
蔵
迦
才
『
浄
土
論
』
巻
中
」
、
「
翻
刻
・
常
楽
寺
所
蔵
迦
才

『
浄
土
論
』
巻
下
」
(
『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
八
号
・
二
九
号
・
三
一
号
、

二
O
O
二
年
・
二

O
O三
年
・
二

O
O五
年
)
が
あ
る
。

(
2
)
な
お
『
広
韻
』
は
一

O
O
八
年
の
成
書
で
あ
る
が
、
南
北
朝
の
音
韻
体

系
を
伝
え
る
『
切
韻
』
(
六

O
一
年
成
書
)
の
最
終
増
訂
版
で
あ
る
。
後

漢
で
は
な
く
両
晋
の
韻
部
を
こ
こ
に
示
し
た
の
は
、
そ
の
韻
律
か
ら
し
て

本
書
が
後
漢
に
成
立
し
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
韻
部
と

は
元
音
と
韻
尾
が
同
じ
音
価
を
有
し
押
韻
の
許
容
範
囲
と
な
る
部
類
の
こ

二
七



俳
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
浄
土
教
典
籍
の
研
究
」

と
を
い
う
(
声
調
の
区
分
も
含
め
る
)
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
第
二
句

目
に
「
:
:
:
王
(
平
陽
・
陽
)
」
と
あ
る
の
は
、
「
王
」
と
い
う
漢
字
の
韻

母
が
『
広
韻
』
に
お
け
る
平
声
陽
韻
の
韻
目
の
中
に
属
し
、
遡
っ
て
両
晋

に
お
い
て
は
陽
部
に
属
す
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(
3
)
辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
(
六
)
」
七
頁
(
『
悌
教
大
学
総
合
研

究
所
紀
要
』
十
二
号
、
二

O
O五
年
)
を
参
照
。

(
4
)
此
経
前
後
有
其
四
訳
。
一
秦
弘
始
四
年
二
月
八
日
羅
什
訳
、
名
小
無
量

寿
経
。
二
宋
元
嘉
年
中
求
那
政
陀
羅
訳
、
四
紙
。
三
永
徽
六
年
大
唐
三
蔵

於
慈
思
寺
訳
、
名
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
、
十
紙
。
四
後
秦
又
訳
出
阿
弥
陀

経
侮
頒
、
一
紙
而
失
訳
主
。
今
此
所
解
者
即
是
秦
羅
什
法
師
所
訳
。

(
5
)
拙
文
「
白
延
訳
『
須
頼
経
』
の
備
と
寛
歴
の
高
声
党
唄
」
(
多
国
孝
正
博

士
古
稀
記
念
論
集
『
仏
教
と
文
化
』
に
掲
載
予
定
)
を
参
照
。

(
6
)
『
妙
好
宝
車
経
』
の
偏
煩
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
漢
語
仏
典
に
け
る
備
の

研
究
i
中
国
撰
述
経
典
に
お
け
る
備
と
そ
の
韻
律
|
」
(
『
仏
教
史
学
研

究
』
四
八
巻
一
号
、
二

O
O五
年
)
を
参
照
。

(
7
)
「
製
讃
菩
薩
連
句
究
唄
三
契
」
の
訓
み
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
茂
雄
『
中
国

仏
教
史
』
第
一
巻
、
二
一
六
頁
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
)
に

し
た
が
っ
た
。
な
お
胡
適
は
「
仏
教
的
翻
訳
文
学
(
下
)
」
に
お
い
て
、

「
一
契
、
如
今
人
説
一
只
曲
子
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
「
契
」
に
つ
い

て
は
本
稿
の
註
記

(
9
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)
『
高
僧
伝
』
巻
第
十
三
経
師
第
九
に
「
其
の
後
居
士
支
謙
亦
た
究
唄
三
契

を
伝
う
る
も
、
皆
煙
没
し
て
存
せ
ず
」
(
『
大
正
蔵
』
五

O
巻
四
一
五
頁

中
)
と
あ
る
よ
う
に
、
慧
肢
の
時
世
に
は
既
に
侠
し
て
い
た
こ
と
に
な

可。。
(
9
)
「
契
」
に
つ
い
て
、
胡
適
は
「
仏
教
的
翻
訳
文
学
(
下
)
」
(
『
白
話
文
学

史
』
上
巻
)
に
お
い
て
、
「
一
契
、
如
今
人
説
H

一
只
H

曲
子
」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
「
契
」
と
は
歌
曲
を
数
え
る
名
量
詞
で
あ
る
と
解
す
こ

八

と
が
で
き
る
(
『
漢
語
大
詞
典
』
ニ
巻
一
五
三
二
頁
も
同
じ
)
が
、
周
一

良
は
向
覚
明
の
説
に
し
た
が
っ
て
、
康
僧
会
の
「
敬
謁
一
契
」
や
、
支
謙

の
「
連
句
党
唄
三
契
」
、
釈
慧
忍
の
「
製
瑞
応
四
十
二
契
」
な
ど
の
党
唄

に
見
ら
れ
る
「
契
」
を
、
党
語
問
削
門
町
仙
の
音
写
語
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

(
『
周
一
良
集
』
三
巻
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
)
。
し
か
し

『
高
僧
伝
』
の
釈
僧
弁
の
条
に
、
「
弁
、
伝
古
維
摩
一
契
・
瑞
応
七
言
信
一

契
」
と
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
胡
適
の
考
え
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
、

党
唄
な
ど
の
詩
歌
に
つ
く
一
種
の
名
量
詞
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
は

保
留
と
し
て
お
く
。
な
お
「
契
」
(
祭
部
去
声
)
は
李
方
桂
の
推
定
音
に

よ
る
と
、

{
5
3
a
u
v
w
E
E
]
で
あ
る
。
ま
た
福
井
文
雅
「
唐
代
俗
講
儀
式

の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
五
四
号
、
三
一
七

頁
、
一
九
六
八
年
)
に
お
い
て
は
『
翻
訳
名
義
集
』
巻
四
(
『
大
正
蔵
』

五
四
巻
一
一
二
三
頁
下
)
の
「
音
義
云
、
契
之
二
子
、
猶
言
一
節
一
科

也
」
を
引
い
て
、
「
文
章
の
一
区
切
れ
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
沢
田
瑞
穂

氏
も
、
そ
の
「
支
那
仏
教
唱
導
文
学
の
形
成
」
の
中
で
「
ち
な
み
に
、
契

と
は
詞
章
の
段
節
を
言
ふ
。
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
叩
)
拙
文
「
漢
訳
仏
典
中
偏
頒
的
韻
律
与
『
演
道
俗
業
経
』
」
(
《
法
源
》
十
八

期
、
北
京
、
二

0
0
0年
)
、
「
支
謙
と
鳩
摩
羅
什
訳
併
典
に
お
け
る
備
の

詩
律
」
(
『
悌
教
史
学
研
究
』
四
三
の
一
、
二

0
0
0年
)
、
「
支
謙
所
訳
経

典
中
傷
頒
的
研
究
一
四
部
経
典
中
偏
煩
的
漢
訳
者
」
(
《
法
源
》
十
九
期
、

北
京
、
二

O
O
一
年
)
を
参
照
。

(
日
)
藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
五
二
三

i
五
二
五
頁
(
岩
波
書

庖
、
一
九
七

O
年
)
を
参
照
。

(
ロ
)
な
お
先
唄
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
に
は
、
長
谷
川
慎
「
中
国
古
代
音

楽
に
お
け
る
楽
律
の
適
用
と
背
景
」
(
『
文
事
論
叢
』
五
四
号
、
二

0
0
0

年
)
、
同
「
唄
賛
音
楽
の
形
成
」
(
『
文
塞
論
叢
』
六

O
号
、
二

O
O三
年
)



が
あ
る
。

(
日
)
現
在
日
本
で
声
明
と
党
唄
を
同
義
と
す
る
の
は
、
虎
関
師
錬

(
一
二
七
八

1
一
三
四
六
)
の
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
九
(
音
芸
七
)
の
声

明
に
、
「
声
明
と
は
印
土
の
名
に
し
て
五
明
の
一
な
り
。
支
那
は
偏
に
取

り
て
党
唄
と
日
ふ
。
曹
陳
王
端
を
啓
く
な
り
。
本
朝
は
遠
く
竺
を
取
り
て

号
を
立
つ
」
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
二
巻
一
一
一
一
一
頁
)
と
あ
る
と
お
り

で
あ
る
。

(
日
)
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
一
巻
「
党
唄
の
初
め
」
(
一
八
八
頁
、
東

京
大
学
出
版
会
、
日
本
東
京
、
戸
。
∞
N

年
)
を
参
照
。

(
日
)
湯
用
形
《
漢
貌
両
晋
南
北
朝
併
教
史
》
上
冊
第
六
章
「
仏
教
玄
学
之
濫

腸
」
の
支
謙
の
項
(
中
華
書
局
本
九
四
頁
、
初
版
一
九
三
八
年
)
を
参

昭…。

(
日
)
『
高
僧
伝
』
一
の
康
僧
会
伝
(
『
大
正
蔵
』
五

O
巻
三
二
六
頁
上
)
、
及
び

『
高
僧
伝
』
十
三
の
経
師
(
『
大
正
蔵
』
五

O
巻
四
一
四
頁
中
)
を
参
照
。

(
打
)
敦
埋
本
(
伯
三
七
四
七
)
の
『
衆
経
別
録
』
に
は
「
詠
瑞
応
信
一
巻

明
成
仏
降
魔
事
文
多
質
少
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
『
衆
経
別
録
』
に
つ

い
て
は
、
内
藤
竜
雄
「
敦
煙
出
土
衆
経
別
録
残
巻
」
及
び
「
〈
衆
経
別

録
〉
の
目
録
学
的
研
究
(
上
)
」
(
『
大
崎
学
報
』
一
二
二
号
・
一
二
四
号
、

一
九
六
七
年
・
一
九
六
九
年
)
、
白
化
文
「
敦
煙
写
本
《
衆
経
別
録
》
残

巻
校
釈
」
(
《
敦
埠
学
輯
刊
》
一
九
八
七
年
第
一
期
)
を
参
照
。

(
国
)
『
法
苑
雑
縁
原
始
集
』
に
つ
い
て
は
、
菅
野
龍
清
「
法
縁
雑
縁
原
始
集
を

め
ぐ
っ
て
」
(
『
印
仏
研
』
四
九
巻
二
号
、
二

O
O
一
年
)
を
参
照
。

本
論
文
は
、
平
成
十
八
年
度
の
併
教
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
で

あ
る
。

『
後
出
阿
弥
陀
仏
偶
』
と
そ
の
用
途

九


